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発行：畿央大学後援会
２０１８年９月１日

第２０号

 ご挨ご挨拶拶

　後援会の皆様には、本学の教育研究活動に対し大きなご支援と
ご協力をいただいていることを心よりお礼申し上げます。
　本学は資格取得や就職に強い大学として関西では評価が定着し
ていますが、資格取得や就職指導だけを重視しているわけではあ
りません。学生一人ひとりの人生にとって大学時代は極めて大切
な期間です。大学時代には、物事を深く考えることができる時間
と、幅広い知識、文化や歴史を含め地球上の人類の活動の広がり
を知ることができる機会があります。
　深く考えること、知識の幅を広げること、これらは授業で与え
られる当面の問題の解答にはつながりません。深く考えることは、
なぜかという疑問を持ち、自分自身が分かることにこだわり、そ
して疑問を持ち続け考え続けることです。深く考えることにより、
理解が深まります。理解が深まると、「これは何なのか」という
ことを人に説明できるようになります。一方、好奇心を大切にし、
楽しむことにより知識は広がります。専門知識以外のことに関心
を持ことが豊かな教養につながり、社会で活躍する際に人との絆
を得ることができます。
　深く考えること、知識を広げることは、高校までのような効率
的に問題が解けることが目的になっている受け身の学びの延長に
はありません。
　いままで当然と思っていた学ぶ姿勢を大学での学びに変えるこ
とは容易ではありません。この転換をなるべく早い時期に始めら
れるように本学の各学科ではカリキュラムや授業方法の工夫を
行っています。そして、私ども教職員は学生一人ひとりに真剣に
向きあい支援することで、学ぶ姿勢の転換を促し、学生の自立を
後押ししています。
　後援会からご支援をいただいております各種の助成は学生の学
びへの動機を高めることに、そして環境整備へのご支援は綺麗で
快適に学べる教育環境維持にとって不可欠のものです。後援会の
皆様には衷心よりお礼を申し上げるとともに引き続きご支援をお
願い申し上げます。

  ご挨ご挨拶拶

　会員の皆様におかれましては、日頃より後援会の活動につきま
してご理解ご協力を賜り、感謝申し上げます。
　このたび、新しく後援会会長を仰せつかりました岡﨑です。
　最近は目覚ましく情報化が進んでいき、生活は便利に物質的に
豊かになっていますが、コミュニケーションの貧しさや教養不足
から、「人間としての生きていく力」をつける必要性が高まって
います。
　「人間としての生きていく力」としてはまず、知的能力が必要
です。大学生活の時期においては、社会の中での自己の役割や在
り方を認識し、より高いものを目指していくことを意識した知的
訓練を行うことが重要です。大学はこうした知的訓練の中核を占
めるものであり、学生には、学ぶ意識を高く持ち、主体的にこの
訓練に取り組む姿勢が求められます。
　さらに、教養を身につけることも必要です。教養は、大学のカ
リキュラムの中だけでは身につけることはできません。部活動や
サークル活動などを通じて協調性や指導力などの資質を磨くこと、
各種のメディアや情報を正しく用いて現実を理解する力を身に付
けること、国内外でのボランティア活動、インターンシップなど
の職業体験、更には、留学や長期旅行などを通じて、自己と社会
とのかかわりについて考えを深めることも教養を培う上で重要で
あります。
　こうして、社会や異文化の中で進んで様々な体験をし、自己や
人生について考え、自分の生き方を切り開く力を身につけること
が重要であり、そのための機会を充実する必要があります。
　保護者代表として、こうした活動のお手伝いを通じて、後援会
の役員の皆様方と共に、学生の皆様が充実した大学生活が送られ
るよう努めてまいりたいと考えております。
　また、家庭との連絡を密にして、会員相互の親睦を図るなどの
環境づくりも進めてまいりたいと考えております。
　今後とも、後援会活動への皆様の一層のご理解とご協力を賜り
ますようお願いいたします。

畿央大学後援会　会長

岡﨑　亜矢子

学校法人冬木学園　理事長
畿央大学　学　長

冬木　正彦
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●畿央祭（１０／２０・２１）参加会員に補助が出ます
　畿央祭が１０月２０日（土）２１日（日）の２日間にわたって開催されま
す。学生の実行委員会が４月から本格的にたちあがり、すでに着々と
準備を進めています（関連記事１６頁）。その様子は、本学ホームペー
ジでご覧いただけます。

　後援会では、畿央祭に参加された会員の皆さまに金券１,０００円を補助
しています。９月末ごろに詳しい畿央祭案内チラシ等とあわせて当日
の引換券を送付します。畿央祭に参加され、日ごろとはまた違った学
生の一面を発見されることも多いようです。皆さまのご参加をお待ち
しております。
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　後援会の皆様には、日ごろから温かいご協力とご支援を
いただき誠にありがとうございます。
　本学は住宅地の中心に立地しています。初めて訪れた人
は驚かれることも多いようです。都市に隣接することで利
便性を謳う大学が多いことを思えば、無理からぬことかも
しれません。大学までの通学路の距離は少し長くなりまし
た。とはいえ、それは悪いことばかりではなさそうです。
　近鉄電車の五位堂駅を降りたって畿央大学に向かう際に、
普段学生たちが通う本来の通学路とは違うもうひとつの
コースがあるのをご存知でしょうか。その名も「かつらぎ
の道」と言います。歩行者と自転車しか通らない専用道路
で、ケヤキ並木の道をゆっくりと上がっていくと、小鳥の
さえずり、新緑の芽吹き、木々の紅葉と落葉など、季節の
変化が楽しめます。ぜひ、大学に御用のあるとき、時間に
余裕のあるときには、一度歩いてみていただきたいと思い
ます。
　学生諸君は少しでも早く大学にたどり着きたいと思う気
持ちからなのでしょうか、あまり利用しません。車の通る
幹線道路を利用することが通例のようです。とはいえ、と
きどき、一人、あるいは二人連れたって、このかつらぎの
道を一緒に歩いたり、すれ違ったりすることがあると何と
なく嬉しくなってきます。
　通学路を大学（目的＝ゴール）にたどり着くための手段
という考えを捨てて、歩くことの楽しさ、喜びを感じても
らえることを伝えることはなかなか難しいことです。利便
性や効率性などで物事の判断が決められる傾向のある現代
ですが、ときには回り道をすることも必要であり、それこ
そが教育や学習の背後にあるのだということをかつらぎの
道を歩くたびに感じています。

かつらぎのかつらぎの道道

　畿央大学の教育に対し、後援会会員の皆様からは日頃よ
り深いご理解と多大なご支援をいただいておりますことに
深く感謝申し上げます。
　大学の講義において、１回９０分間の授業を効果的に演出
するには、教員の入念な準備と授業中の表現力が重要であ
ることは言うまでもありません。かつては教員が情熱を
持って話すことや書くことを受講者が必死で書きとめたも
のですが、最近はビデオプロジェクター、パワーポイント
などさまざまな視聴覚メディア機器が使われます。これら
は限られた時間内に多くの情報を効率的に伝達するには非
常に有効ですが、ともすれば一方的になり、学生に理解し
消化するための時間的余裕を与えないまま、授業だけが先
に進んでしまう場合があります。そのためか、時々スライ
ドを撮影したり講義を録音する学生がいます。気にしない
教員も多いかと思いますが、著作権に関係する場合もある
ため、前もって教員の了解を得るなど、学生側にも一定の
マナーと節度を守って頂く必要があります。また、教員側
もスライドのハンドアウトを配布する、重要事項はメモ書
きするよう促すなどして、学生の理解や自宅での復習に便
宜を図るよう配慮することも重要かと思います。学生から
の質問事項は、個別に電子メールでやり取りするのも良い
方法でしょう。
　最新の電子機器を駆使して魅力ある授業を行うためには、
厳しい規則が設けられて行動の自由が制限されてしまうの
ではなく、教員と学生が互いに良識ある大人同士として接
し、授業の進め方や電子メディアの活用法について双方向
に疎通性を保ちながら学習効果をあげることが、何よりも
大切であると感じております。どうか今後とも会員各位の
ご理解とご協力を切にお願いいたします。

植田　政嗣

健康科学部長
健康科学研究科長

 魅力ある授魅力ある授業業

前平　泰志

教育学部長
教育学研究科長

■ 建学の精神

豊かな人間性、コミュニケーション力と
思いやりの心を身につける●徳 をのば す

豊かな感受性をもち
創造する力を磨く●美 をつくる

科学的認識に支えられた
知性とたゆまぬ探究心を培う●知 をみがく

２００３年４月　畿央大学健康科学部 開学

２００６年４月　教育学部現代教育学科 開設

２００７年４月　大学院健康科学研究科 修士課程 開設

２００８年４月　健康科学部看護医療学科 開設

２００９年４月　大学院健康科学研究科 博士後期課程 開設

２０１１年４月　大学院健康科学研究科に看護学分野 開講

２０１２年４月　助産学専攻科 開設

２０１４年４月　大学院教育学研究科 修士課程 開設

■ 畿央大学の歩み
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　今年度も保護者アンケートを実施させて
いただきました。お忙しい中ご協力いただ
きました保護者の皆様には心より御礼申し
上げます。今年度のアンケート結果の特徴
と、皆様からお寄せいただいた質問で多
かったものをまとめさせていただきます。

　「畿央大学のことが家庭で話題になりま
すか」という設問に対して、「よく話題に
なる」「時々話題になる」と回答された方は、
昨年とほぼ同様の結果となり、８７.７％に達
しました。
　続いて、「学生は畿央大学での生活に充実

感を持っていると思いますか」という設問
について「強くそう思う」「ややそう思う」

と回答された方は、９０.３％という結果とな
りました。昨年も８９.６％と非常に高い充実

アンケートへのご協力ありがとうございましたアンケートへのご協力ありがとうございました。。

畿央大学について、家庭で話題になるか？ 畿央大学での生活に充実感を持っているか?

項を確認してく
ださい）。また、
学生チャレンジ
事業奨学金は学
生が自ら企画立
案する新たな目
標に向かった活
動に対して支援
する奨学金で、
後援会の審査を
経て選考されま
す。
　他の事業予算
では、卒業パーティの実施形態を変更する
ために卒業関連費を増額することや第２
キャンパスの施設の充実のための予算計上、
また海外での学修を希望する学生の支援を
積極的に行うための予算計上など、今年度
事業の特徴が説明され、それらの事業に関

する予算案が提案、審議の後、事業計画・
予算案は承認されました。
　役員の改選では、役員会で推薦された会
長をはじめとする１６名の役員と３名の顧問
が承認されました。本年度の後援会役員は
別表のとおりです。会員の皆様のご協力を
得ながら活動を進めていきたいと思ってお
ります。

※保護者アンケートでは役員の選出につい
てもご質問をいただいております。後援
会役員に興味・ご関心のおありの方は畿
央大学学生支援センターまで遠慮なくお
問い合わせください。

　畿央大学後援会の総会を８月４日に開催
しました。
　総会では、後援会役員会にて検討された
議案について審議を行いました。まず、平
成２９年度の事業報告および決算報告を行い、
その後に監査報告をうけ、採決を行い２９年
度事業と決算は承認されました。
　次に、平成３０年度事業計画、予算案が審
議されました。平成３０年度事業計画は、基
本的に平成２９年度事業を踏襲しています。
２９年度より始めた家計急変奨学金と学生
チャレンジ事業は継続して実施することが
提案されました。家計急変奨学金は、家計
急変時に奨学金を支給するもので、学費を
負担している父母もしくは保証人様が死亡
もしくは重度後遺障害を生じた場合に支給
されます（詳しくは学生支援センターで要

畿央大学後援会とは
　畿央大学後援会は、畿央大学の学生の父母または保証人をもって構成される団体
です。学生の教育や厚生に必要な施設設備の充実、研究活動やクラブ活動などに必要
な援助を行うことによって子どもたちの学生生活の充実と畿央大学の発展に貢献す
ることを目的としています。また、会員相互の連携をすすめるとともに大学と父母ま
たは保証人をつなぐ役割を担って、保護者懇談会や広報の取り組みをすすめます。

平成３０年度 

後援会総会を開催、
後援会事業計画などを採択

平成３０年度　畿央大学後援会役員
学 生 の 所 属 等役  員  氏  名役　職

現代教育学科２回生　　　　岡﨑　亜矢子会　長

人間環境デザイン学科２回生新　　昌弘　副会長

現代教育学科１回生　　　　横田　和美　副会長

現代教育学科４回生　　　　荒木　聡子　会　計

学生支援センター職員　　　小松　美佐　会　計

看護医療学科１回生　　　　豊田　崇晴　書　記

学生支援センター職員　　　山本　泰　　書　記

理学療法学科３回生　　　　高下　一志　委　員

現代教育学科３回生　　　　福本　ゆみ　委　員

現代教育学科３回生　　　　青山　英一　委　員

看護医療学科２回生　　　　泉岡　美亜　委　員

現代教育学科２回生　　　　奥村　紀一　委　員

現代教育学科１回生　　　　兒島　強　　委　員

看護医療学科１回生　　　　安井　哲也　委　員

現代教育学科４回生　　　　濱中　誠　　監　事

健康栄養学科１回生　　　　清水　久美　監　事

学長　　　　　　　　　　　冬木　正彦　顧　問

健康科学部　学部長　　　　植田　政嗣　顧　問

　教育学部　　学部長　　　　　前平　泰志　顧　問
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感を得ておりましたが、その割合がわずか
ですがさらに増加している傾向がみられま
した。
　これらの結果は、学生とご家庭そして大
学との関係が非常に良好であることを示し
ていると思われます。学生の夢の実現をサ
ポートしていくために一層良い関係を深め
られるよう努めて参ります。
　次に保護者の皆様から畿央大学に寄せら
れる期待やご要望について一部ご紹介致し
ます。「学生に関連して知らせてほしい情報
（複数回答）」について伺ったところ、就職
支援に関する情報を求められる声が多く見
受けられました。

　続いて、「畿央大学が今以上に充実させる
べき点（複数回答）」について伺ったところ、
キャリア支援や教養・社会常識の教育につ
いて更なる充実を求められていることがわ
かりました。

　これらのデータから多数の保護者の皆様
からキャリア支援に関する情報を求められ、
学生サポートの一層の充実を希望されてい
ることが顕著に示されました。
　畿央大学では、このような保護者の皆様
から頂戴致しましたお声を真摯に捉え、よ
り良い大学運営を目指し、日々の学生サ
ポートに取り組んで参る所存です。
　保護者の皆様におかれましては引き続き
本学の教育活動に対しご理解ご協力を賜り
ますようよろしくお願い申し上げます。

　以下、保護者の皆様からの質問事項とそ
の回答について、一部ご紹介致します。

Ｑ　就職率が非常に高いですが、皆正社員

として採用されているのか？
Ａ　２０１７年度（２０１８年３月）卒業生全体の
就職率は９６.０％となっております。就職率
の算出方法ですが、卒業者数から進学希望
者を除いた学生数を分母としています。全
員の進路保証をめざし、本学では就職率
１００％を目指しております。
　就職した学生の正規・非正規の割合につ
いては、学科によって差はありますが、基
本的に正規で採用されております。中には、
ご家庭やご自身の事情など、また、講師と
して非正規で就職する場合があります。

Ｑ　最終的には就職が気になるところであ
りますので、本人、保護者に状況をより
細やかに発信して頂きたいです。

Ａ　春と秋の年２回「保護者プレス」を発
行し、保護者様宛に送付させていただいて
おります。就職のスケジュールや行事予定、
就職実績、内定をした学生の声等、各種の
情報を掲載しています。また、学園祭では、
保護者の方を対象とした「企業就職説明会」
「教員採用試験説明会」を行っています。
ぜひご参加ください。進路や就職について
ご相談の際はキャリアセンターまでご連絡
いただきますようよろしくお願いいたしま
す。

Ｑ　一部の学生だとは思いますが、通学の
マナー（道にひろがって歩く）が良くな
い学生がいるので、注意してほしい。

Ａ　前期授業の開講前におこなわれる学生
生活オリエンテーション時に交通マナーに
ついて説明しております。道路交通法の改
正や新制度が施行される際などは、全学生
にその内容を周知しており、また、１回生に
対しては警察などの協力も得て、交通安全
講座を設けております。
　しかしながら、近隣の住民の方からの苦
情を頂戴することがあり、その都度説明や
注意喚起を行っておりますが、ご家庭でも
交通安全や通学マナーのご指導をお願いで
きますと幸いです。

Ｑ　実習の為に授業を欠席するのに公欠に
ならないと言っていましたが本当です
か？

Ａ　全て学科において実習参加により履修
中の授業に参加できない場合は公欠の対象
となります。しかし、実習日までに公欠申
請の手続きを学生支援センターにて行って
頂く必要があります。詳細に関しましては、
学生ハンドブック（ＨＰに掲載）の４４ペー
ジから４６ページをご参照願います。

Ｑ　大学でおこなわれたサマーフェスティ
バルに行きました。学生たちの発表、司
会・進行、舞台設備、思った以上によく
できていました。残念だったのが、お客
の入りが少なかったこと。集客できるよ

うに学校からのサポートができないかと
思いました。

Ａ　サマーフェスティバルの集客について
は、学生団体である実行委員会が担当して
おり、学内での掲示等で周知を行っており
ます。今年度からは、学内ポータルサイト
より全学生対象に情報発信を行っておりま
すが、今後更に効果的な告知方法について
学生団体と検討して参ります。

Ｑ　五位堂駅から大学までの距離があるの
で、できることならスクールバスを出し
ていただきたいです。

Ａ　スクールバス運行については、重要な
課題として継続的に検討しておりますが、
大型バスの乗降場所の確保、一時に集中す
る輸送力の確保等、多くの課題があり、現
在のところ解決に至っていません。一方で、
少しでも改善を図るために、路線バスを運
行する奈良交通様と継続的に協議を行って
おります。その成果として、授業時間にあ
わせた運行本数の増便の依頼に対し、今回
のダイヤ改正において８時台に増便してい
ただくことができました。今後も、様々な
方法を検討して通学の利便性を高める工夫
を行ってまいりたいと思いますので、ご理
解を賜りますようよろしくお願い申し上げ
ます。

Ｑ　在学中に成人になるにあたり、飲酒・
喫煙についてルールやマナーを知る機会
があればありがたいです。

Ａ　授業の開講前におこなわれる学生生活
オリエンテーションでは、学生生活を送る
上でのルール・マナー、アルコールハラス
メントについての説明を行っています。ま
た、学生生活上のマナーやトラブル対策に
ついてまとめた小冊子の配布や、地域の方
から寄せられたマナーに関するご意見を全
学生に配信し、ルールやマナーの啓発・注
意喚起を行っております。

Ｑ　卒業生や進路先の方々と交流をする機
会はないのですか？

Ａ　本学では、１回生から順次、キャリア形
成に関する科目、専門科目の一部、キャリ
アセンターの講座などで、卒業生や病院、
企業、学校などの現職の方に来ていただき、
現場の状況について詳しくお話し頂く機会
を多数設けています。また、実習を経験し
た上回生との交流ができる授業や機会を設
けるなどの取り組みも進めています。これ
らは学生の重要な学びの機会となっており
ますので、今後もより一層充実を図ってい
きます。

学生に関連して知らせてほしい情報【複数回答】

畿央大学が今以上に充実させるべき点【複数回答】
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　保護者の皆さま
には日頃より理学
療法学科の運営・
教育にご理解とご
協力を賜り、感謝
申し上げます。
　４回生は、４月から大学での講義はなく、
総合臨床実習に参加していました。総合臨

床実習１期目は４月９日～５月３０日、２期
目が６月４日～７月２５日です。近畿圏内の
実習施設が最も多いのですが、関東、四国、
九州などの遠隔施設もあります。今年度の
実習施設は、大学病院１２、リハビリテーショ
ン専門病院２３、一般病院１１０、小児専門施
設２施設でした。
　さて、総合臨床実習の到達目標は、「代
表的な疾患・障がいを呈する患者さんに対
して、基本的な理学療法を指導下で実施で
きること」です。この目標に到達するため
に、複数名の指導者が学生１名を担当する
のが一般的ですが、畿央大学卒の指導者が
担当する場合も多いです。前述した代表的
な疾患には、整形外科での手術後、脳梗塞・
脳出血、パーキンソン病、心臓外科手術後、

　理学療法学科では、平成２８年度から３回
生を対象に「海外インターンシップ」を開
講しています。国際的な視野拡大や語学能
力向上などの目標に加えて、海外での理学
療法の実情を学び、海外の学生や理学療法
士と交流を深める機会をもつことで、将来
グローバルな理学療法士を目指すことを目
的とした取り組みです。３年目となる今年
度は、１５名の学生が参加します。９月６日

（木）～１２日（水）の日程で、台湾の国立
台湾大学と附属病院（台北）、中国医薬大
学と附属病院（台中）を、教員４名ととも
に訪問します。
　台湾では、両大学の教員および畿央大学
の教員から英語で講義を受けたり、英語で
のプレゼンテーションや台湾の高齢者の方
に対して運動指導も行う予定です。このた
め、前期には「台湾について」の講義を通
して台湾の歴史や日本との関係を学んだり、
「畿央大学の特色」や「日本の理学療法・
文化」などのトピックスを調べてまとめ、
英語でプレゼンテーションできるよう準備
をしています。また、英語での発表練習と
して、週１回昼休みの時間を利用し、英語
で自己紹介をすることも行っています。さ

「海外インターンシップ ｉｎ 台湾」

メッセージ 脳性麻痺、呼吸器疾患などです。学生が担
当する症例数は１名から多くて２、３名ま
でであり、担当症例への理学療法実施以外
は、他の症例見学、理学療法の補助などを
実施します。担当症例の日々の状態と、調
べた情報を記録し、指導者に提出、指導を
受けることが日課です。また、学生は、情
意面（態度、積極性など）、知識、技術の
３分野で評価されますが、最終的な合否判
断は大学で決定します。
　実習では感動する場面も多く、苦しいな
がらも楽しかったと報告している学生が大
半です。実習での経験、知識をベースにし
て、今後の自分の進路が少しずつ明確に
なっていくと予想していますし、教員一同
もサポートしたいと考えています。

らに今年度は、海外から理学療法学科の先
生や学生さんをお招きし、英語で講義をし
ていただいたり、アイスブレイクで交流す
る機会を増やすことで、リスニング力も身
につけています。
　学生が国際的な視野で、日本国内だけで
なく海外の理学療法に関心を持つことがで
き、将来、世界の理学療法士と交流を持ちな
がら成長し続けることができるような「海
外インターンシップ」となるよう取り組ん
でいきたいと考えています。

健康科学部
理学療法学科
学科長

庄本 康治

　平成３０年７月８日（日）、ＴＡＳＫ ※ が広陵町さわやかホール
で行われた、「いのちを守るイベント」にボランティアとし
てお邪魔させていただきました！
　内容は、親子体力測定です。
　測定内容は、握力、足趾握力、片足立ちテスト、立ち幅跳
び（子供のみ）、ロコモ度テストとして立ち上がりテストと
２ステップテスト（大人のみ）です。
　今回は対象年齢を４歳以上とし、小さなお子さんから高齢

者の方々まで約
３００人の方々に
お越しいただき
ました。スタッ
フの人数に対し、
お越しいただい
た方が多くすご
く大変でしたが、

年齢に合わせた言
葉遣い、目線の高
さなど勉強になる
ことも沢山でし
た！
　子どもたちは測
定が終わると、親
のところに行って
とても楽しそうに、
自分の結果を報告していました。親子参加ならではの盛り上
がりが見られました。
　子どもたちがとても楽しそうにしてくれたので、うれし
かったです！　　　　　　　　　　　　　   （２回生 Ｗ・Ｍ）

ＴＡＳ Ｋ（健康支援学生チーム）活動レポートｖｏｌ.５９～ 広陵町「いのちを守るイベント」に参加

※ＴＡＳＫはＴｈｉｎｋ,Ａｃｔｉｏｎ,Ｓｕｐｐｏｒｔ ｆｏｒ Ｈｅａｌｔｈ ｂｙ Ｋｉｏ Ｕｎｉｖｅｒｓｉｔｙの
略称です。学科の枠を越えて協力し合いながら、地域住民の方々や
畿央生の健康支援を目的として活動しています。

フランスの理学療法士学生との話し合い

タイの理学療法士による講演
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想があり、知識と技術の再確認ができたよ
うです。３回生後期の実習は、これまで学
んだ知識と技術を統合して看護を実践しま
す。学生が自分の力を信じ対象者により良
い援助を提供できるよう願っています。

【参加した３回生の感想】
　自己学修会の内容は１回生の基礎論で学
びましたが、ところどころ忘れている部分
がありました。今回の学修会では自分の忘
れている部分は実際にやってみることで思
い出すことができ、臨地実習に向けてよい
学びとなりました。また、自己学修会があ
れば必ず参加したいです。　　　　　  （Ｋ）

　バイタルサイン測定と体位変換・車椅子
移乗の演習に参加しました。看護技術基礎

論や基礎看護学実習以来、実施
をしていないことばかりでした。
初めは的確に実施できるか不安
でしたが、グループメンバーと
手順を確認しながら実施したこ
とで、これまで修得してきた技
術をより確実に実施できるよう
になったと感じています。   （Ｋ）

　１回生の時に行った援助の基
本をしたのですが、頭の中では
何となく分かっていても体が追

　後援会の皆様に
は、本学の教育に
ご理解と多大なご
協力を賜り、心よ
りお礼申しあげま
す。本年６月におきました震災と７月の豪
雨災害におきまして、被災された皆様には
心よりお見舞い申し上げます。近年の自然

災害を見ますと、過去の経験からは予測で
きない、想定外の事態が多く生じておりま
す。あらためて災害時対応の重要性を再認
識し、看護医療学科におきましても、実習
中の学生への対応など対策を再検討してい
るところでございます。大切なお子さまの
安全を第一に考えて、しっかりと対応策を
講じていくとともに、学生自らが命を守る
行動がとれるように教育していく所存でご
ざいます。
　さて、今年２月に実施されました看護師・
保健師・助産師の国家試験合格率ですが、
おかげさまで本校はこの３つの国家試験全
てにおいて合格率は１００％でした。関西の私
立大学において、３つの国家試験全ての合
格率が１００％であったのは本校を入れて２

　看護医療学科では、１回生から２回生前
期まで基礎看護技術を学びます。学生は、
ベッドメイキングなど病室の環境を整える
技術や清潔・食事・排泄などの療養生活を
支える技術、対象者の健康状態を判断する
ためのバイタルサイン（体温・脈拍・呼
吸・血圧）の観察など、講義や演習を通し
て様々な技術の修得を目指します。しかし
ながら時が経つと忘れることも多く、確実
に技術を修得するためには、繰り返し練習
が必要です。
　そこで、３回生を対象に、後期からの臨
地実習に向けた自己学修のきっかけになれ
ばと考え「基礎看護技術自己学修会」を、
中西恵理助教を中心に企画・実施しました。
毎回テーマを決めて知識の確認と技術練習
を行いました。教員は学生の様子を見守り、
学生からの質問に応じてアドバイスをしま
した。第３回の学修会からは３名の学生が
企画に加わり、参加した学生は積極的に取
組んでいました。
　テーマは「バイタルサインの観察」「体
位変換・車椅子への移乗介助」「臥床患者
の寝衣交換」「フィジカルアセスメント（バ
イタルサイン・呼吸音・腹部の観察）」で
した。
　参加した学生からは後述記事のような感

基礎看護技術自己学修会の取り組み ～技術の確実な修得をめざして～

メッセージ

いついていないことを実感しました。また
定期的な復習が援助を実施する上で大切だ
ということを感じ、この自己学習会はとて
も私自身のこれからの行動を考える機会に
もなりました。　　　　　　　　　　  （Ｍ）

　ラングとフィジコを使って副雑音を聞い
て、副雑音の違いを認識することができま
した。１回生の時の演習でも聴診しました
が、知識が増えた現在もう一度聞くことで、
実習で呼吸音を聴診する意味がわかりまし
た。　　　　　　　　　　　　　　　  （Ｔ）

　私は、特に呼吸や腹部の聴診に自信があ
りませんでした。しかし、３回生になり人
体の構造・疾患についての知識や理解が１
回生のときよりも深まっている今、呼吸や
腹部の聴診を復習することで、人体の構造・
疾患を関連付けて理解することができ、よ
い学びとなりました。　　　　　　　  （Ｔ）

校のみです。本当に学生は良く頑張ってく
れたと思います。引き続き、学生一人一人
の夢が実現できるよう合格率１００％を目指
して教職員一丸となって支援していきたい
と思います。また、本学科では、以下に記
したような学生の自己学修会・勉強会を積
極的に支援することで、学生の主体性と自
己効力感を高め、自ら考え行動できる人材
育成に努めております。
　本学で学んだ学生が社会に大きく貢献で
きるよう、建学の精神を礎としながらも、
高い専門性と人間性を備えた専門職教育が
行えるよう尽力していきたいと存じます。
今後とも引き続き、皆様のご支援ご鞭撻を
お願い申し上げます。

健康科学部
看護医療学科
学科長

河野 由美
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　保護者の皆様に
は本学・本学科の
教育に平素から多
大なご支援をいた
だき、厚くお礼申
し上げます。
　例年、管理栄養士国家試験対策には学科

をあげて指導・支援しているところですが、
２０１７年度卒業生の国家試験の合格者は８８名
（受験者８９名）で合格率９８.９％でした。次年
度こそは全員合格を実現したいものです。
　さて、新入生のみなさんは半年が過ぎ、
大学生活に慣れてきた頃だと思いますが、
保護者にとってはまだまだ心配なことがあ
るのではないでしょうか。全国大学生協連
合会が昨年度実施した「保護者に聞く新入
生調査」において、回答した保護者のうち
４３％が「心配なこと」として、新入生の友
達づき合いなど「人間関係」を挙げていま
す。ある大学では保護者から「友人ができ
ないことを理由に大学に行っていないみた
い」ということが深刻な相談として寄せら

　昨年度より、食品開発の基礎を体系的に
学ぶ演習を開講しています。食品開発者に
は、社会が抱える健康問題に対し「新しい
食品」にて解決案を提示する力が求められ
ます。消費者や時代のニーズを分析する力、

新しい食品
を具現化す
るための機
能性食材の
知識・加工
の技術を身
に着ける必
要がありま
す。加工の
技術に関し

ては、３回生時に、食品開発コース推奨科
目である「食品加工学」という座学で体系
的に学んだ後、「食品加工学実習」という
科目で、実際に加工食品の製造を経験して
います。４回生対象の「食品設計開発学演
習」では、それまでに身に着けた食品に関
する知識・技術を用いて、必要としている
消費者に「届ける」ことを中心に学ぶこと
になります。またこの科目では、食品開発
に従事している企業の研究者に始まり、機
能性素材を開発する研究者、さらに高齢化
社会を見据え、言語聴覚士（嚥下機能の専
門家）や病院給食の実務に関わる講師を招
き、食品開発を広い視点から捉えることを
学びます。

授業レポート ～食品開発コース推奨科目～「食品設計開発学演習」

メッセージ れているそうです。このような問題がマス
メディア（産経新聞４月１２日）にとりあげら
れたのは、わが子の人間関係が当世の保護
者にとっては、心配ごとになりえることへ
の驚きからでしょうか。受験生が減少して
いくなか、どの大学も親が子を心配するの
は当然のことのことと受け止め、保護者と
の連携をより深めていく必要があることが
調査から読み取れるのではないでしょうか。
　本学では、保護者の心配ごとを緩和ある
いは解消する体制、また保護者と教職員が
連携して学生をサポートする体制が整って
います。担任教員と学生との面談等を通じ
て、これまで以上に学生の後押しをしてい
く所存です。

　受講者からは「自分の視点だけでなく、
開発したものを消費者に届けることについ
て客観的に考えることができた。」といった
声が聞こえてきます。食品開発は健康問題
を解決する一つの方法だということを体感
したようで
す。この演
習が、食を
通じて健康
社会に貢献
する開発者
となる基礎
となってく
れることと
思います。

健康科学部
健康栄養学科
学科長

小西 洋太郎

　６月２７日（水）、７月２日（月）、６日（金）の３日間、（株）関西
都市居住サービスにご協力いただき、大学の隣にあります商
業施設「エコール・マミ」北館セントラルコートにおいて、
「あなたも食育にチャレンジ ！ ！」をテーマとして食育展に取り
組みました。３回生がクラス単位で各１日を担当し、妊娠期
から高齢期までのライフステージに応じた食をめぐる課題か
ら内容を考え、展示・体験・ミニ栄養教室のコーナーを設け
ました。「展示コーナー」は、「もったいない食品ロスを考え
よう」、「おやつの賢い食べ方」、「初めての離乳食」、「水分補

給のすすめ」「ダイ
エットを始めたあ
なたへ」、「高齢者
と低栄養」など幅
広い内容にすると
共に、短時間でご
覧いただけるよう
４コマ程度で掲示
しました。優れて

いると思われる作
品を３点選んでい
ただく人気投票も
実施しました。「体
験コーナー」は６
つのブースに分か
れて、食べ物の働
きクイズや体重・
身長からＢＭＩを計
算するなど参加・体験型の内容としました。「ミニ栄養教室」
は「酢の健康効果」、「高齢者の水分摂取のすすめ」などのテー
マで作成したスライドを５分間で解説しました。
　食育は知識・技能を学ぶことだけではなく、食行動の変容
につなげていくことが目標です。行動変容の鍵として、自己
効力感（セルフエフィカシー）と結果期待があげられます。
学生は、参加者が「やってみよう」と意欲をを高めていただ
けるように、内容を工夫して参加・体験型の取り組みを実践
することができました。

エコール・マミにおける食育展「あなたも食育にチャレンジ！！」
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　平素より、本学
の教育にご理解、
ご支援を賜り、あ
りがとうございま
す。
　大学に入学したばかりの頃は幼く見えた
１回生も、ようやく、大学生活にも慣れ、
授業もにぎやかさを増してきました。２回

生は、製図室の使用にも慣れて、まるで自
分の部屋でもあるかのように、製図に、勉
強に楽しく製図室を使ってくれています。
　夏季休暇の間は日ごろできない体験を積
む貴重な期間です。３回生の多くはこの期
間に企業インターンシップに出ます。この
授業は、それぞれの希望に応じて、２週間
ほど企業で就業体験をするというものです。
実際の仕事を体験することで、また他の大
学の学生と接することで、自分の未熟さや
周りから寄せられる期待の大きさ等を感じ
るようです。インターンシップから戻った
後の成果発表会では、各自の意気込み、反
省などを踏まえ、見違えるほど目つきが変
わります。
　一方、２回生、３回生との合同のプロジェ

　李ゼミでは「畿央大学の色彩」を研究テー
マとし、去年は畿央大学ロゴに対する調査
を行いました。「知的で清潔感のあるブルー
に、爽やかなグリーンをプラス」と定義付

けられている畿央大学のロゴの色
を正しく記憶しているのか、他大
学のロゴカラーを勝手に借りて畿
央大学のロゴに施し、学生と教職
員を対象に「本物の畿央大学のロ
ゴ」を当ててもらいました。その
結果、正解率は６７％でした。また、
紫と答えた人２９％、水色４％であったこと
から記憶色にややズレがありましたがなん
となく「青」に近い色として記憶している
ことがわかりました。では、畿央大学のイ
メージカラーはロゴの色と同じ「青」でしょ
うか？
　今年は大学のイメージカラーとエクステ
リア、快適なインテリア空間との関わりに

畿央大学の色彩

メッセージ

ついて検討を行っています。レンガ造りの
外観、きれいな室内空間を撮影し、いくつ
かの形容詞項目に合わせた色変えを行いま
した。後期のプロゼミでは壁の色、机の色
から学食の食器の色まで、フォトショップ
とイラストレーターによる色変え後の画像
試料を用いて感応検査を行う予定です。ご
協力をお願いいたします。

クトゼミもこの期間に始まります。学外に
出て、調査や見学などを行います。課題解
決に向けて議論をしたり、共同作業をする
うちに学年を超えた絆が生まれ、積極的な
態度が培われます。
　９月半ばからはじまる新学期、４回生は、
大学４年間の集大成としての卒業研究がい
よいよ「やま場」を迎えます。夏休みの間
に準備を進めていた成果が問われます。
　今年度は、平成３１年３月９日（土）、１０
日（日）の２日間、大和高田市にある「さ
ざんかホール」のギャラリーで卒業作品展
を開催する予定です。４回生の保護者様は
もちろんのこと、下級生の皆様もぜひ足を
お運びください。学生の成長に驚かされる
に違いありません。

健康科学部
人間環境デザイン学科
学科長

三井田 康記

　７月３０日（月）、３１日（火）の２日間にわたり『建築設計
演習Ⅰ』の課題講評会が行われました。１回生配当の『建築
図学』で学んだ基礎知識をもとに、学生自らが考え設計し、

図面や建築模型を制作しま
す。今回は履修生５６名分の
作品が並びました。
　課題は、「週末住宅」と
「戸建て住宅」です。第１
課題の週末住宅は、敷地や
簡単な条件のみを提示し、
既成概念に捉われない自由
な発想で設計してもらいま
す。第２課題の戸建て住宅
では、容積率や建蔽率など
を制限し、日照や通風、適
切な寸法、プライバシーな
どの住宅に必要な条件を追

加し、設計をします。学生たちは、夜遅くまで製図台と向き
合い、講評会までの間に、何度も何度も教員との図面チェッ
クを繰り返し、より良いものに仕上げていきます。
　いよいよ講評会が始まると、学生一人ひとり前に出て、自
分の図面と模型をならべ、５分程度のプレゼンテーションを
行いました。まじまじと図面と模型をチェックされ、教員か
ら間取りや外観形状、図面の間違い、模型の完成度など鋭い
質問や批評を受けます。
　２回生は、自分の作品がどのような印象を与え、どんな評
価を受けるのかととても緊張している様子でした。
　後期の『建築設計演習Ⅱ』では、より規模の大きい課題に
も挑戦します。
　講評会で得られた知識や経験を活かして、次回も頑張って
ほしいと思います。
　今回選ばれた優秀作品は、１０月２０日（土）、２１日（日）に
開催される畿央祭にて展示しますので、ぜひお立ち寄りくだ
さい。

２回生「建築設計演習Ⅰ」講評会 ！
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教育学部
現代教育学科
学科長

安井 義和

　後援会の皆様には本学の教育研究活動に、
常日頃あたたかなご支援・ご理解を賜り、
ありがとうございます。
　教育学部の多くの学生は幼稚園・小学校
等の教育現場を目指していますが、ご存知
のように国としての緊急課題でもある少子
化が教育学部にも少なからず影響するのは
不可避な現実が横たわっています。現に今
年の４回生が受験している教員採用試験の
採用予定者数が減少している自治体も少な
くありません。にもかかわらず、教育保育
現場を目指している学生或いは今後畿央大
学教育学部への入学を希望してくれている

メッセージ 若者にとっては、教育現場とはそれ以外の
進路と比すことができない大きな意味があ
るのではないかと思います。
　また、少子化が進行している状況下でも
初等教育の教員資格を与える学部等が新設
され続けています。どんな教員、いかなる
保育士を社会に送るかを考え、学生を育て
ていくことが今まで以上に私たち教職員の
責務であると思います。教職員一体となっ
て努めますが、今まで同様に保護者の皆様
のご支援を引き続き賜りますようお願い申
し上げます。

暑い夏に、熱く熱く ！！
　この春に教壇に立った平成２９年度の教育
学部９期生もまた、優秀な成績を残してく
れました。４４名が小学校教諭（奈良県１９名、
大阪府１３名、大阪市６名など）、５名が養
護教諭（高知県２名、京都市、和歌山県、
三重県各１名）、３名が特別支援学校教諭
（奈良県、大阪府、神戸市各１名）の採用

や教育学部の先生方にも相談したりしなが
ら、受験計画を組み立て直し、熱く、たく
ましく挑む姿が多く見られました。
　暑い夏だからこそ、みんなで力を合わせ、
熱く熱く、そして、したたかに、進路を切
り開いています。みんなで支え合い、頑張
ろう ！！
　写真は、絵本の読み聞かせなどの模擬保
育と集団討論の対策講座の様子です。

試験に現役合格。合格率は、小学校６２.０％
（昨年度６１.０％）、養護教諭２３.８％（３０.８％）、
特別支援学校教諭５０.０％（５０.０％）でした。
また、公立幼稚園・保育園は、３９名中３４名
が現役合格、合格率は８７.２％（昨年度
８３.３％）となるなど奮闘してくれました。
　これらの先輩に続けと、今年の４回生も、
自らの進路の実現に向け、みんなで一丸と
なって努力とチャレンジを続けています。
ただ、今年の夏は、例年よりも暑く、大雨
等により採用試験の日程も大きく影響を受
けています。何とかして試験会場近くまで
行ったものの、試験が延期になったり会場
が変わったりなど、日程や内容の変更が出
た自治体もありました。
　そんな中、４回生は、電話やスマホを使っ
て情報収集をしたり、教採・公務員対策室

　現代教育学科には、１回生全員と担任全員で進める授業が
あります。
　木曜１限の「キャリア形成セミナー」では他の授業では扱
わない「誰でも出会うかもしれない大学生活の危険」「大切
な人を救うための救命講習」「希望を実現しつつある先輩の経
験」などを学びました。
　同２限の「ベーシックセミナー」は、教育研究者としての
基礎的な能力を身につけることを目指します。第１Ｓｔａｇｅで

は、宿泊研
修最後のプ
ロ グ ラ ム
「段ボール
の 造 形 活
動」を活動
したグルー
プで８～１０
程度の場面
の紙芝居に

まとめ相互
発表します。
第２Ｓｔａｇ
ｅでは、課
題「教育課
題に取り組
もう」の下、
個々が取り
組 み た い
テーマを紹
介し合い、共感した２人～４人による活動班で、研究書籍や
専門の内容を扱ったウエブサイトなどを当たりながら探究活
動を進めます。テーマには今日的な「少子化と待機児童」「学
力格差と経済格差」や普遍的な「子どもの叱り方」「給食が
苦手な子供への対応」などがありました。発表方法ではパワー
ポイントに手製の資料や人形劇を組み合わせるなどの工夫も
見られました。研究者としての大学教員から研究者としての
スキルを学べたと今後に期待しています。

「１回生 畿央大学独自の学修に取り組みました」
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理学療法学科１回生担任

峯松 亮
　５月の連休明けから面談
が始まりましたが、どの学
生も大学生活に慣れ、勉強
に課外活動に忙しくしてい

るようです。体調不良を訴える学生もなく、
充実した学生生活を送れているように思いま
す。学習面では、高校時とは授業内容やシス
テムの違いから、単位が修得できるのだろう
かとの不安を口にする学生もいますが、復習
をしたり、友達と勉強したりと自分なりに打
開しようとする姿勢には大学生としての自覚
を感じます。勉強だけでなく、自分の設定し
た目標のために今何をすべきか、なぜしなけ
ればいけないかを理解することは自立・自律
につながると考えます。何をするにしても、
まずは心と身体の健康を保つことが何より重
要と思います。学生が自分の目標に向かって
安心して進めるよう保護者の皆様にもご支援
をお願いいたします。

理学療法学科１回生担任

高取 克彦
　大学生活に対して不安も
大きかったと思いますが、
先日行った個別面談ではほ
ぼ全員が「大学は楽しいで

す」と即答で答えてくれました。またほとん
どの学生は部活など自分に合った課外活動も
行なっており、充実した毎日を送っている様
です。（ただ勉強は難しいという声も多く聞か
れました…）。大学生活、進路など何か困り
ごとなどがありましたらいつでも研究室に来
てくださいと面談時にお伝えしています。今
後ともどうぞ宜しくお願い致します。

理学療法学科２回生担任

冷水 誠
　専門科目が増えると同時
に、実習科目が始まり実技
試験も入ってきております。
多くの学生は会うたびに

「大変です」「やばいです」と言いながら、夜
遅くまで残って勉強や実技の練習をしてくれ
ている姿をよく見かけます。グループで協力
する様子もみられ、お互いに成長してくれれ
ばと願っています。今後も素晴らしい理学療
法士に向けて全力でサポートしていきたいと

思います。ただ、この時期から自身の進路に
ついて悩み出す学生も増えてきますので、進
路や学生生活をふまえてサポートしていきた
いと思っております。今後ともどうぞよろし
くお願い申し上げます。

理学療法学科２回生担任

松本 大輔
　１年生での講義中心の授
業とは異なり、２年生で専
門科目が増え、放課後夜遅
く、土・日曜日も大学で自

習している姿を見ることが多くなりました。
勉強しなさいと言わなくても、自覚をもって
出来ているようです。一方、今後の進路につ
いて「試験に合格して、理学療法士にちゃん
となれるか不安」という声もよく聞きます。
学年を重ねればさらに、日々の勉強、試験や
そのプレッシャー、不安で心身ともに疲れが
出ることもあると思います。保護者の皆様に
は、学生本人の気持ちを聞く機会を作ってい
ただければと思います。

理学療法学科３回生担任

今北 英高
　３回生後期終了後より、
評価実習や総合臨床実習が
予定されております。現在
は前期ですが、専門的な科

目、実習なども増えてきており、学生たちも
一層真剣に勉学に取り組んでいる様子です。
また、下級生も２学年に増え、益々、先輩と
しての自覚も出てきており、ちょっとだけお
兄さん、お姉さんとしての振る舞いも見え隠
れしています。さらには、元気塾などに参加
して、人生経験豊かなご年配の方々とも接す
る機会があり、経験・成長の幅も大きくなっ
てきています。これからも益々学問を究めよ
うと努力する子どもさんの姿を見守っていた
だき、もし何か相談などがありましたら、お
気軽にお声かけくださいますよう、よろしく
お願い申し上げます。

理学療法学科３回生担任

岡田 洋平
　入学後２年の月日が経ち、
学ぶ内容がより専門的で難
しくなり、多くの学生さん
が「元気塾」（大学主催の

リハビリ教室）にも参加してくれており、遅
くまで学校に残り勉強したり、グループで話
し合ったりする姿がよく見られるようになり
ました。皆それぞれの状況において、時には
迷ったりすることもあるかもしれませんが、
大変頑張っていると思います。ゼミへの配属
も決まりゼミ担任もできますが、これからも
学年担任として、みんなの成長を見守りなが
らサポートしていきたいと思います。ちょっ
としたことでも結構ですので、何かございま
したら、ご遠慮なくご連絡いただきますよう
よろしくお願いいたします。

看護医療学科１回生担任

松本 泉美
　前期に行った担任面談で
は、科目によって受講時間
が異なることや、予想以上
にレポート課題が多く、そ

れにサークル活動やアルバイトが加わり、忙
しい大学生活になっているようです。また学
修内容の難しさを実感し、勉学に真剣に取り
組もうとしていることがうかがえました
　担任としては、生活リズムや友人関係など
人的環境が変わることも心身に影響しますの
で、その変化に留意しつつ、楽しく実りのあ
る学生生活を送ってほしいと思っています。

看護医療学科１回生担任

乾 富士男
　卒業後の目標が明確に
なっている学生も多く、そ
の点はよいことだと感じま
した。しかし、目標を達成

するための具体的な学修の計画があるわけで
はない人も多くいました。必修科目も多く、
なかなか自分のやりたい学修ができるわけで
はないかもしれません。しかし、大学では自
ら学ぶことが重要で、受け身的に教わるもの
ではないと考えます。主体的・能動的に学修
できるようにと指導しています。

看護医療学科１回生担任

弓場 紀子
　クラスの印象は、＜個性
豊か＞＜個人の意志を貫く
強さと誠実さと素敵な笑顔
と優しさをもっている＞で

す。個人が自分のもつ徳に磨きをかけ、専門

ゼミ担任となります。
　担任の役割は、「学習指導」「生活指導」「進路・就職指導」「学
生の危機管理」が主なものですが、学生一人ひとりの状況を系統
的に把握していくために全学年において年２回の全員面談を実施
しています。また、学生の求めに応じ、また必要性が生じた時に
は随時に面談を行うこととしています。
　健康科学部１～３回生担任、教育学部１・２回生担任から、担
当されている学生の様子などについて保護者の方へのメッセージ
を寄せていただきました。

　畿央大学の担任制度は、教員が担任として学生との人格的な接
触をはかり、学生生活全般の指導を行うことによって、建学の精
神を身につけた有為な人材を養成することを目的としています。
　健康科学部は学科ごとに２～４クラスを編成し各クラスに１名、
教育学部はコースごとに２～６名の担任を置くことにしています。
健康科学部４回生、教育学部３・４回生は卒業研究の指導教員が

担任から の メッセージ
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職としての学びをしっかりとしてくれたら４
年後は自立した対象の思いに寄り添える素敵
な専門職者なってくれるだろうと今から期待
しています。大学生活に慣れた後期からは、
わかる学習スタイルを確立し、規則正しい生
活を送ってほしいと願います。保護者様のご
協力をよろしくお願い致します。

看護医療学科１回生担任

堀江 尚子
　期待と不安を併せ持った
４月の入学式から早くも数
か月が過ぎ、大学生活に随
分と慣れてきた様子がうか

がえます。前期の面談では、大学の学習課題
は多くて大変だけれど、新しくできた友人と
話すことがとても楽しいという学生が多くい
ました。出会いに限らず大学は新たなことを
経験できる環境が整っている場所です。限ら
れた時間の中で関心のあることに積極的に関
わっていってくれることを担任として望んで
います。

看護医療学科２回生担任

林 有学
　入学から１年が過ぎ、大
学生活にも慣れたようです。
昨年度末の基礎看護学実習
を通して看護職が担う責任

を実感したと思います。２回生は専門科目が
増え内容はより専門的になりますが、卒業ま
では時間があり中だるみの状態になりがちで
す。今の学習が今後の基盤となりますので、
学生生活を楽しみながらもメリハリのある充
実した時間を送ってほしいと思います。担任
として個々の学生に応じサポートしていきた
いと思いますので、ご家庭でも引き続きご支
援を賜りますようお願いいたします。

看護医療学科２回生担任

林田 麗
　大学生活も２年目となり、
面談や授業の様子を通して
学修の積み重ねが大切であ
ることをより考えるように

なってきていると思います。また、同じ看護
専門職を目指す学友とも課題をこなす中でそ
の関係作りが深まっていると思います。学生
個々の進度も見守りながら、専門科目の増え
る後期に、より積極的に学修に取り組めるよ
うにサポートしていきたいと思います。保護
者の皆さまには、引き続きご支援のほど、ど
うぞよろしくお願いいたします。

看護医療学科２回生担任

對中 百合
　２年生となり大学生活に
も慣れ、自己の学習に関す
る問題点も認識しているよ
うです。

しかし、専門科目が増え、課題が多くなって

きていることやこのところの異常気象もあり、
身体的にも精神的にも疲労があるのでは、と
考えております。引き続き個別に指導して参
りますが、ご自宅でも今までと同様にサポー
ト頂けたら、と思います。今後も、保護者の
皆様のご理解、ご協力のほどよろしくお願い
いたします。

看護医療学科２回生担任

南部 登志江
　２回生になりやや自覚が
できてきたのか、「学習を頑
張っている」という学生が
増えています。しかし、結

果に結びつくためには、学習の仕方の工夫や
時間を有効に使うことなどが必要です。体調
を崩しやすい季節ですので、学習を深められ
るよう、ご家庭でもご協力をお願いします。

看護医療学科３回生担任

山本 裕子
大学生活も３年目となり、
自分なりの学習ペースをつ
かんでいます。現在は後期
からの臨地実習に向けて努

力を重ねています。実習ではおよそ半年にわ
たり、慣れない医療現場等で実際に看護を実
践しますので、強い緊張状態が長く続きます。
そのため、心身両面での健康管理が重要とな
りますので、ご家庭でもご支援の程、お願い
いたします。
また、昨今は看護師の就職試験・内定の時期
が早まっておりますので、時間の許す範囲で
のインターンシップの経験や興味・関心のあ
る病院の情報収集を勧めております。ご家庭
でも将来の進路についてご助言を賜りますよ
うお願いいたします。

看護医療学科３回生担任

大友 絵利香
　看護医療学科の学生に
とって、３年生前期は、本
当に多くの課題や実習に向
けた学習で息をつく間もな

いほどの目まぐるしさです。そのような中で
も、２組の皆さんは、グループワークや演習
の場面で素晴らしいリーダーシップを発揮す
るなど各自の役割を果たしてくれています。
その姿を目にして私は、後期から始まる各領
域の実習においても、これまで積み上げた知
識と畿央生として周囲に誇れる態度でそれぞ
れの学びを深めてくれることを信じています。
これからの実習では、臨地の指導者や患者さ
んとの出会いが待っています。その出会いが
皆さんにとって大きな糧となることを祈りな
がら、近くでサポートしていきたいと思いま
す。

看護医療学科３回生担任

須藤 聖子
　３回生の前期は、後期の
実習に向けてこれまでより、
課題に追われるようになり、
心身共に疲れた様子でした

が、みんな頑張って取り組んでいました。今
の学修が必ず実習で活かされることを願って、
今後も担任として学生がいつでも相談できる
環境を提供したいと思います。ご家庭でもど
うか温かいご支援をお願い致します。

看護医療学科３回生担任

秋山 明子
　３年前期は、連日続くレ
ポートや課題等に取り組む
姿を頼もしく思うとともに、
何とか乗り越えていってほ

しいと祈る気持ちでおりました。３年後期か
ら臨地実習が始まるとさらに忙しくなるとと
もに緊張状態が続いてストレスも高まります
が、臨地実習は机上で学んだ知識が血肉とな
り、飛躍的な成長をみることができる重要な
機会になります。一番苦しい時期を力強く乗
り越えて前進していってくれることを期待し
ています。ご家庭で心配なことや気になるこ
とがあれば、遠慮なくご連絡いただければと
思います。今後ともよろしくお願いいたしま
す。

健康栄養学科１回生担任

永澤 健
　「充実している」「大学が
楽しい」「興味を持って学習
に取り組めている」「畿央に
来てよかった」という声を

面談で多く聞きました。期待と少しの不安を
持って入学したと思いますが、順調に大学生
活のスタートを切ることができたようで、嬉
しく思っています。授業ではお互い助け合い、
教え合いながら交流を続けてほしいと願って
います。後期からは、ますます大学に慣れ学
生生活が充実してくるとともに、大学祭など
の楽しい行事もあります。１年生の学習内容
は管理栄養士を目指す上で大切な基礎になり
ますので、まずは「学習時間の確保」と毎回
の「授業の復習」が大切です。担任として学
生の成長を見守りつつ、夢の実現に向けてサ
ポートしますので、今後とも保護者の方々の
ご支援をよろしくお願い致します。

健康栄養学科１回生担任

松村 羊子
　そろそろ大学生活にも慣
れ、楽しく学生生活を過ご
しているという学生が大半
で、ホッとしています。し

かし、履修科目も多く専門的な科目の勉強を
どうしていいのかわからない、試験をクリア
できるか不安、という声が多く聞かれました。
今勉強していることは今後の国家試験につな
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がっているので、教科書をしっかり読んで理
解してほしいこと、理解できないところは質
問するといった基本的なことを伝えています。
授業をただ受けているのではなく、積極的に
つかみ取っていく姿勢であってほしいと願っ
ています。

健康栄養学科１回生担任

米田 武志
　入学当初は多少の緊張感
がありましたが、最近は元
気に学業やクラブ活動に励
んでいる姿が見られます。

６月に行った面談でも「毎日が楽しい」とい
う学生の声を多く聞きました。将来に対して
は、まだ漠然としたところがあると思います
が、まずは目の前のことに真摯に取り組む中
で成長し、視野が広がってくることを期待し
ています。大学生活が充実感と未来への希望
に満ちたものとなるよう引き続きサポートし
て行きたいと思います。

健康栄養学科２回生担任

栢野 新市
　２回生となり大学生活に
も随分と慣れてきた様子で
す。その一方、緊張感が薄
れてきたせいか成績が下降

気味と感じている学生も見受けられます。た
だ全員が勉強により力を入れたいと考えてい
るので、これからの頑張りに期待したいと思
います。また部活やサークル活動に参加して
いる学生も多く、全体的には充実した学生生
活を送っている様子がうかがえます。後期か
らは専門科目の授業も増えてますます忙しく
なりますが、より充実した学生生活が送れる
ようにサポートしていきたいと思います。

健康栄養学科２回生担任

串田 修
　進学から１年が過ぎ、少
しずつ栄養学の専門科目が
増え始めてきました。
授業で忙しくても、自習・

課外活動・アルバイトなど、皆さん充実した
生活を送っているようです。昨年度末にコー
ス選択を終え、コースに関する就職に興味を
示したり、外部のセミナーに足を運んだりと、
専門職への意識の高まりも伺えました。栄養
学は幅広く、方向性に迷うことも多々ありま
すので、進路や勉強で悩みがある際は引き続
きサポートしていきたいと思います。

健康栄養学科２回生担任

熊本 登司子
　大学生活も２年目に入り、
勉強に課外活動、アルバイ
トなど楽しくも忙しい毎日
を過ごしている様子です。

授業では専門科目が増え、課題やレポートの
提出を大変だと感じている学生が多くいまし

たので、後回しにせず早い目に取り組むよう
アドバイスいたしました。今年の夏からは一
部で学外実習（ふれあい実習：選択）もスター
トし、３年次からは臨地実習も始まります。
暑い時期での実習になりますので、今から規
則正しい生活や健康管理についてご家庭でも
サポートしていただきますようお願いいたし
ます。

健康栄養学科３回生担任

前原 佳代子
　３回生になり、インター
ンシップへの参加、希望職
種の情報収集など就職を意
識した活動が開始されてい

ます。将来について明確なビジョンを持って
いる学生さん、専門科目を学ぶ過程で進路に
迷いを生じている学生さん、と様々です。ど
のような職業に就くかは大きな選択です。若
い学生さんが主体的に選択をして、その選択
に対して自ら責任を負えるようになることを
願っています。保護者の皆様には、引き続き
ご支援のほど、よろしくお願い申し上げます。

健康栄養学科３回生担任

中谷 友美
　早いもので大学生活も半
分が過ぎました。面談でこ
のことを尋ねると、多くの
学生が「早い」と答えまし

た。「卒業したくない」との声もありましたが、
大学が楽しいからだけではなく、社会に出る
ことへの不安が含まれていました。面談も就
職に関する話題が増え、将来を意識している
ことを感じます。これから臨地実習も始まり
ます。いろいろな経験を通じて、様々なこと
を感じ、自分で考え、発信する力を養ってほ
しいと思います。

健康栄養学科３回生担任

村木 悦子
　大学生活も後半戦に入り、
自分なりの管理栄養士像が
見え始めてきたようです。
専門科目の単位修得に四苦

八苦しながらも、将来の目標に向かっていろ
んなことにチャレンジしようとする姿を逞し
く感じる一方、１年後には就職活動を始めな
ければならない現実に戸惑いを隠せないよう
です。この夏からいよいよ臨地実習がスター
トしますが、いい経験をして一回り大きく
なって帰ってきてくれることを期待していま
す。

人間環境デザイン学科１回生担任

清水 裕子
　入学当初の初々しい姿か
ら、皆、徐々に大学生の雰
囲気をまとってきました。
個人面談では、学生生活の

話から、ご家族の話題まで、思い思いに話を

してくれました。建築やインテリア関係の職
業に着きたいという学生らに、実際の建築を
見たり学外のコンペに参加して見地を広げる
ようアドバイスすると、早速、複数の学生が、
建築見学の計画を立てており、その行動力に
期待が高まりました。引き続き、相談しやす
い環境を築いていきたいと思います。

人間環境デザイン学科１回生担任

陳 建中
　前期の面談で、クラスの
学生たちと話しました。大
学の授業や部活など、少し
ずつ大学生活に慣れてきた

様子です。前期試験が心配との声もありまし
たが、「友達ができた」や「大学生活が楽し
い」と笑顔で答えた学生が多かったという印
象です。４月の宿泊研修で古い町並みを見学
して以来、６月のまち観察の課題では、皆さ
んが真面目に取り組む姿が見られました。こ
れから４年間の大学生活で、学生たちの成長
を楽しみにしており、サポートしていきたい
と考えております。どうぞよろしくお願いい
たします。

人間環境デザイン学科２回生担任

東 実千代
　１回生が入学して半年が
経過し、先輩らしくなった
２回生です。昨年度の単位
取得状況は概ね良好で、今

年度からは専門科目の履修に伴い授業の空き
時間に製図室や実習室で過ごす時間が増えて
きました。作業しながら仲間と共に過ごす時
間は、卒業後も忘れることのない想い出とな
るでしょう。後期から始まるプロジェクトゼ
ミの配属を決める際には、悩みすぎて苦しそ
うな学生もいましたが、無事に配属先が決ま
りました。先輩達との学びによる今後の成長
が楽しみです。ご家庭で是非大学での様子を
聞いてみてください。

人間環境デザイン学科２回生担任

西山 紀子
　面談をすると、だれもが
「学校は楽しい」と話してく
れます。２回生になって専
門科目が増え、内容も高度

になっていますが、１回生の頃よりも、友達
との語らいやサークル活動などを楽しむ余裕
がある様子です。上手に時間を使って日々を
過ごすことができるようになってきたので
しょう。また、望む進路を踏まえ、在学中に
取得可能なインテリアデザイン関連の資格試
験にチャレンジするなど前向きな姿勢がみら
れます。ますます充実した大学生活を送って
ほしいと願います。
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人間環境デザイン学科３回生担任

村田 浩子
　３回生前期面談では学生
の様子が今までと少し違っ
たように思います。
学生たちは、入学時からこ

こまで頑張ってきたという自信と、就職等将
来への不安と期待が交錯しながら多くのこと
を話してくれました。「大いに悩みなさい」
というと学生たちは頭を抱えますが、悩める
姿はまさに成長した証で頼もしく思っていま
す。これからも学生たちに伴走してまいりま
すので、どうぞよろしくお願いいたします。

人間環境デザイン学科３回生担任

加藤 信喜
　人間環境デザイン学科の
プロジェクトゼミでは、学
科の教員がそれぞれ数名の
学生を受け持ち教員の研究

テーマにそって学んでいく場であり、学科の
特長の１つになっています。毎週、教員と学
生がプロジェクトを通して密接に関わり合い
ながら互いに成長していくことができるので
す。その恵まれた環境の中で学生一人一人と
真摯に向き合い、彼ら彼女らを全力でサポー
トしております。

現代教育学科
学校教育コース１回生担任
（１回生学校教育コース担任代表）

竹下 幸男
　前期の担任面談で一人一
人とお話ができ、大学生活

をそれぞれの思いで楽しみ、将来の希望を
もって生活している様子を聞くことができま
した。一方で、これまで信じていた目標に自
信をなくしかけたり、迷ったりしている声も
ありました。大学で大いに学び、悩むことで
一人一人が自分の将来を確たるものにして欲
しいと切に願っています。また４年間の大学
生活を楽しみ大きく成長されるお手伝いをす
るつもりです。保護者の皆様には、ご家庭で
のサポートをよろしくお願いします。

現代教育学科
学校教育コース１回生担任

島 恒生
　「大学生活はどう？」「楽
しいです！！」笑顔と共に、
返ってきました。英検を取

る、教採の参考書を読む、優以上の成績を目
指す。夢に向かって、自分のすべきことを、
それぞれにしっかりと考えているようです。
また、多くの学生がアルバイトも始めていま
す。「勉学を優先に、いい経験をしようね」
「はい！これ以上は増やさず、空き時間は勉強
の時間としてうまく使いたいと思います！」
今の気持ちを大切に、有言実行してほしいで
す。

現代教育学科
学校教育コース１回生担任

大久保 賢一
　大学生活は比較的「自由
である」といえますが、そ
の分「自己管理能力」が求

められることになります。大学生活で最低限
求められるのは、「きちんと食べて、寝て、起
きて、授業に出席し、それぞれの課題に自分
のペースで取り組む」ということです。今年
の１回生の担任面談を終え、この部分が心配
でご家庭のサポートをお願いしたい学生がか
なりいました。「当たり前のこと」と思われ
るかもしれませんが、実はこの「よい生活習
慣」がとても重要で、最初から自分一人で管
理するのは意外と難しいのです。

現代教育学科
学校教育コース１回生担任

塩原 佳典
　前期の面談では、高校ま
でとは勝手が違う大学での
学修に戸惑う声が多く聞か

れました。大学での学修は、高校まで以上に、
授業内だけで完結するものではありません。
授業で紹介された参考文献を自分で取り寄せ
て目を通してみる。授業で学んだ方法論を自
ら実践してみる。大学では、自律的に学びへ
向かう姿勢が求められます。畿央大学には、
そのためのチャンスが豊富に転がっています。
私も微力ながら、学生のみなさんがそれぞれ
の「夢」を実現していくための支援ができれ
ばと願っています。

現代教育学科
学校教育コース１回生担任

生野 勝彦
　５月、６月の担任面談で
は通学をはじめ生活習慣の
不慣れを申しでる学生がい

ましたが、前期テストが終わり夏休みをむか
えるころには学生生活を楽しんでいることで
しょう。しかし今後、取得免許や進路等で悩
みを抱える学生も出てくると考えています。
担任としてできる限りサポートしていこうと
思っています。また日々、学生の出席状況は
確認しておりますが保護者の皆様方におかれ
ましても見守っていただきますようお願いい
たします。

現代教育学科
幼児教育コース１回生担任
（１回生担任代表）

西尾 正寛
　担任面談に関してまずよ
さを感じたのは５月１０日に

「前期担任面談の連絡」のメールを配信したと
きでした。次の週の中頃には、研究室前に掲
示した予約表に全ての学生が希望の日時を記
入していました。また、本人が指定した日時
には全員が遅れることなく研究室を訪れ、余

裕を持って面談をすることができました。受
けた連絡に適切に対応し、行動する。当たり
前のことですが、細かな連絡がなく自己管理
を要求される大学では、全員が揃わないこと
も多いです。自立した学生生活を始めること
ができていると受け取りました。
　面談では、４年後の目標が決まっている人、
まだまだ迷っている人、第一希望ではなくて
居心地が悪そうな人など、様々な声を聴くこ
とができました。伝えてくれたことを嬉しく
思いました。手応えを感じること、迷うこと、
目標を見失いそうになること、様々な場面が
あるでしょう。その度に、担任として向き合
い、前に進む力になりたいと思います。

現代教育学科
幼児教育コース１回生担任
（１回生幼児教育コース代表）

中村 恵
　前期の面談では、多くの
学生から「大学生活にも慣

れ、毎日が楽しい」という声を聞くことがで
きました。また、それぞれが興味のある部活
動やサークル活動に積極的に参加している様
子も伺うことができました。４年間を通して、
学生一人ひとりが自らの目標に向かって、確
実に自分の力で歩んでいけるように支援して
いきたいと考えております。保護者の皆様に
は、今後も温かなまなざしとサポートをお願
いできたらありがたいです。どうぞよろしく
お願い致します。

現代教育学科
幼児教育コース１回生担任

衛藤 晶子
　前期の面談では、畿央大
学の学生生活に慣れて楽し
く過ごしている様子が伝

わってきました。取得免許の選択肢が多い幼
児養育コースですが、自分が取得したい免許・
資格をしっかりと決めて、授業に真面目に取
り組んでいる様子が見られました。後期にな
れば、実習に関わる授業が始まります。一人
一人の思いや願いを大切にしながら、充実し
た学生生活が送れるよう、保護者の皆様と共
にサポートをしてまいりたいと思います。

現代教育学科
幼児教育コース１回生担任

石川 裕之
　入学直後は緊張した面持
ちだった新一回生も大学生
活に慣れてきました。幼児

教育コースは資格取得の選択の幅が広いこと
もありまだまだ進路をしぼり切れていない学
生さんが多いですが、２回生から始まる実習
を通じて徐々にしぼっていけると思います。
今後も精一杯学生さんの学業・進路をサポー
トしていきたいと思っております。保護者の
皆様におかれましても、ぜひご家庭でのサ
ポートをお願い申し上げます。何かありまし
たらお気軽にご連絡ください。
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保健教育コース１回生担任
（１回生保健教育コース代表）

古川 恵美
　保健教育コースの１回生
のみなさんは、「穏やかで、
キラキラしている」印象が

あります。養護教諭の資格取得のため本コー
スを希望されたのですが、入学してよりいっ
そう養護教諭になりたいという夢に向けて頑
張る気持ちが強くなったと面談でお聞きしま
した。夢の実現に向けて、保護者の方々とと
もに支えていきたいと思っています。今後と
もどうぞよろしくお願いいたします。

現代教育学科
学校教育コース２回生担任
（２回生担任代表）

奥田 俊嗣
　２回生になって、学生の
皆さんは互いに親しくなり、

サークル活動にも活発に取り組んでくれてい
ます。授業に慣れてきたことが油断につな
がってしまわないように、声をかけさせてい
ただいております。教育実習への依頼など、
進路について考える機会も増えてきています。
このような中で不安を抱えている学生も、少
なくはないと私たちは考えています。ご家庭
で気になることがあれば、お知らせいただけ
ますようお願いいたします。

現代教育学科
学校教育コース２回生担任
（２回生学校教育コース担任代表）

八木 義仁
　前期の面談は、学生の１
年間の成長ぶりをうかがえ

るものでした。この１年間の自分自身を振り
返り、身に付けられたことに自信をもち、課
題を明確にしてこれからの学生生活の中で達
成しようとしていました。また、漠然とした
教職希望が徐々に明確なものになり、目的意
識をもって学校インターンシップや学校ボラ
ンティアに参加する人が多くなりました。自
らの将来を見通して、今、何をすべきなのか
を考える２回生。頼もしく感じます。

現代教育学科
学校教育コース２回生担任

小谷 恵津子
　２回生になり、自分自身
の進路と真剣に向き合い、
そのためにプラスになると

考える活動に積極的に取り組んでいる方が、
１回生の時よりも多くなったという印象をも
ちました。また、自分は何に関心があるのか、
どんなことをより深く学んでいきたいのかに
ついて考えている方が増えたことにも頼もし
さを感じました。今後も悩んだり迷ったりす
ることは多々あろうかと思いますが、よりよ
い成長に向けて保護者の皆様と共にサポート
していきたいと考えております。

現代教育学科
学校教育コース２回生担任

小林 佐知子
　担任面談で、２回生に
なったみなさんと久しぶり
に会いました。春休みに海

外留学やボランティアを経験したこと、畿友
会やクラブの活動をがんばっていることなど、
生き生きと話をしていて、とても頼もしく感
じました。オープンキャンパスなどでは、実
際に活躍している姿を見かけます。今のがん
ばりは、きっと卒業後にめざす姿につながる
と思います。
　これからも学生のみなさんのがんばりを応
援したいと思っています。

現代教育学科
学校教育コース２回生担任

深田 將揮
面談を通して、大学生活に
慣れてきた様子がよくわか
りました。専門的な学修内

容も増え、課題等に頑張っている様子もよく
わかりました。また、課外でも部活動、ボラ
ンティア活動やアルバイトにも積極的に取り
組み、１週間の予定がぎっしり詰まっている
という学生が多かったです。とは言え、面談
では、健康面も大切にするようにとも伝えて
おります。もしご家庭で気になるようなこと
がございましたらお気軽にご相談いただけれ
ばと思います。

現代教育学科
幼児教育コース２回生担任
（２回生幼児教育コース代表）

大城 愛子
　面談からは、多くの学生
が大学生活を楽しんでいる

様子がうかがえました。幼児教育コース２回
生のほとんどはこの夏に保育実習に行くため、
それに向けての授業や課題が多く、また初め
ての実習に少し不安を感じている様子でした
が、自覚をもって臨む姿を頼もしく感じてい
ます。入学当時よりも進路に迷いが生じてい
る学生もおりますので、大学での学習状況等
を見守りつつ、サポートしていきたいと思い
ます。保護者の皆様、今後ともよろしくお願
いいたします。

現代教育学科
幼児教育コース２回生担任

辰巳 智則
　お子さんが入学されてか
ら、早１年半になろうとし
ています。学生面談で感じ

ましたのは、この間に正課授業や教育ボラン
ティアの経験などを重ねられ、自分のこれか
らの進路に対し、より自覚的な語らいをされ
ている点にあります。入学当初に描いていた
進路を再認識している学生、変更を検討して
いる学生など多様ですが、少なくともこの間

に多様な経験を通して自己の捉え直しを重ね
てきたのだろうと思います。よく頑張ってい
る学生達です。この夏、さらに一回り大きく
成長されますことを担任として切に願ってお
ります。

現代教育学科
幼児教育コース２回生担任

三木 美香
　前期の担任面談では、１
年前より更に成長した姿に
出会うことが出来ました。

問われる課題も専門的になり、大変さを語り
つつも充実した学生生活を送っている様子が
窺われます。進路について悩んだり迷ったり
する姿も散見されましたが、それだけ将来を
真剣に考えている証拠かと存じます。楽しく
生活することも大切ですが、時には悩み苦し
みそれを乗り越えながら、大学生活を謳歌し
てほしいと考えています。皆さんの成長を見
守り応援していきたいと存じます。今後とも
よろしくお願いいたします。

現代教育学科
保健教育コース２回生担任
（２回生保健教育コース代表）

髙田 恵美子
　大学生活にも慣れ、同級
生や上級生との絆の深まり

を感じます。授業の空き時間は、課題をした
り、ボランティア活動に参加したりするなど
計画的に時間を使っているようです。サーク
ル活動では２回生が中心となって活動する機
会も増え、リーダーとしての役割を担う学生
もいます。面談では、睡眠不足を訴える学生
が多く、不規則な食事なども問題としてあが
りました。学生が意欲的に学び続けるために
も心身の健康が重要です。保護者の皆様のご
支援・ご協力をよろしくお願いいたします。
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本学のクラブ・サークルについて、活動状況をお知らせします。
大学の学生は、資格を取得することや国家試験、採用試験突破などを目標にしている学生が多いの
で、クラブ・サークル活動においても学習との両立を第一に考えて活動している状況が伺えます。
いろいろなクラブ、サークルがあり、在籍人数はクラブで１,２９７名、サークルで４７４名と小規模の大
学にしては活発に活動しているといえそうです。

クラブ・
サークル

在籍人数活動日団体名在籍人数活動日団体名

６３月・木・土アルティメット部１５木・土軟式野球部

１６火・木チアリーディング部３火・木陸上競技部

３１月・水・金水泳部５９水・土ソフトボール部

２１火・金卓球部４８月・金男子バレー部

９９平日軽音楽部８２月・金女子バレー部

１１木・金茶道部２１水・木男子バスケ部

８火・金染物部２１水・木女子バスケ部

１６火・木食生活研究会１０６月・金バドミントン部

５１月１回理学療法研究会１９水フットサル部

１０６火・木教職クラブ３０木・土硬式テニス部

７７水・金アカペラ部１２５月・水ダンス部

３２水書道部２３水・金弓道部

５０月・木アコースティック部７５月・金ビーチラグビー部

４８平日・土日災害復興ボランティア部７火・木ジャグリング部

３平日イラストクラブ３１火・金ソフトテニス部

在籍人数活動日団体名在籍人数活動日団体名

１７火園芸８５月・水硬式テニス

３４水・金科学４１火手話

１６平日畿央大学ボランティア１３月・水現代視覚文化研究会

１９月・火吹奏楽９０土バスケットボール

１３火サッカー６７月１回アウトドア

１１昼休み音楽４火剣道

２２第３日曜防災救命３７火フットサル

５火・木少林寺拳法

●クラブ●

●サークル●
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授業日カ レ ンダ ー授業日カ レ ンダ ー
大学での授業は、前期・後期各
１５回行われます。①～⑯は授業
曜日ごとの授業週数を表わして
います。⑮⑯週の最終授業期間
は、定期試験、平常授業、補講
が組まれます。ふだんの時間割
と異なることもありますので、
この期間の時間割は、前期は７
月中旬、後期は１月中旬までに
掲示します。

注：補講はふだんの授業曜日・時限に関わりなく６時限目や土曜日、祝日
などに実施される場合があります。

注：休業日（日曜日・授業のない祝日）の事務取扱は行っておりません。
注：※印のついた日はキャンパスに入ることはできません。■は休講日

９月
土１

日２

前期成績・後期学
納金振込票発送月３

火４

水５

木６

金７

土８

日９

月１０

火１１

水１２

後
期
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
期
間

木１３

金１４

土１５

日１６

敬老の日月１７

火１８

水１９

木２０

①授業開始金２１

①土２２
AO・大学院入試
（秋分の日）　　 ※日２３

①授業日
　（振替休日）月２４

①火２５

①水２６

①前期卒業式木２７

②金２８

②土２９

日３０

３月
金１

土２

日３

月４

火５

水６

木７

金８

土９

一般入試日１０

月１１

火１２

水１３

卒業式リハー
サル木１４

卒業式金１５

土１６

日１７

月１８

火１９

水２０

春分の日木２１

後期成績・次年度前
期学納金振込票発送金２２

土２３

日２４

月２５

火２６

水２７

木２８

金２９

土３０

日３１

１０月
②履修登録　変更〆切月１

②火２

②水３

②木４

③金５

③土６

日７

体育の日月８

③火９

③水１０

③木１１

④金１２

④土１３

AO入試   ※日１４

③月１５

④火１６

④水１７

④木１８
畿央祭準備
後期学納金納入期日金１９

畿央祭土２０

畿央祭日２１

クリーンキャンペーン
補講日（午後）月２２

⑤火２３

⑤水２４

⑤木２５

⑤金２６

⑤土２７

日２８

④月２９

⑥火３０

⑥水３１

１１月
⑥木１

⑥金２

⑥授業日　（文化の日）土３

指定校・ 
社会人入試　  ※日４

⑤月５

補講日火６

履
修
取
消
期
間

⑦水７

⑦木８

⑦金９

公募推薦入試土１０

公募推薦入試日１１

⑥月１２

⑦火１３

⑧水１４

⑧木１５

⑧金１６

⑦土１７

公募推薦入試日１８

⑦月１９

⑧火２０

補講日水２１

補講日木２２

⑨授業日
　（勤労感謝の日）金２３

⑧土２４

日２５

⑧月２６

⑨火２７

⑨水２８

⑨木２９

⑩金３０

１２月
⑨土１

日２

⑨月３

⑩火４

⑩水５

⑩木６

⑪金７

⑩土８

専攻科入試日９

⑩月１０

⑪火１１

⑪水１２

⑪木１３

⑫金１４

⑪土１５

日１６

⑪月１７

⑫火１８

⑫水１９

⑫木２０

⑬金２１

⑫土２２

天皇誕生日日２３

⑫授業日
　（振替休日）月２４

補講日火２５

補講日水２６

木２７

金２８

※土２９

※日３０

※月３１

１月
元日 　※火１

 　　　※水２

 　　　※木３

金４

⑬土５

日６

⑬月７

⑬火８

⑬水９

⑬木１０

⑭金１１

⑭土１２

日１３

成人の日月１４

⑭火１５

⑭水１６

⑭木１７
休講日
（試験会場設営）金１８

大学入試セン
ター試験　※土１９

大学入試セン
ター試験　※日２０

⑭月２１

一般入試火２２

一般入試水２３

補講日木２４

一般入試金２５

最
終
授
業
期
間

⑮土２６

日２７

⑮月２８

⑮火２９

⑮水３０

⑮木３１

２月

最

終

授

業

期

間

⑮金１

⑯土２
大学院
入試日３

⑯月４

⑯火５

⑯水６

⑯木７

⑯金８

追
再
試
期
間

土９

日１０

建国記念の日
（休業日）月１１

火１２

水１３

木１４

金１５

土１６

日１７

月１８

一般入試火１９

水２０

木２１

金２２

土２３

日２４

月２５

火２６

水２７

木２８

冬木学園への 
ご支援のお願い

　冬木学園では、教育・研究環境の整備及び基
金の充実を目的とする募金へのご協力を広く皆
様方にお願いをしております。
　本学園の取り組みをご理解いただき、格別の
ご支援を賜りますよう心からお願い申し上げま
す。

◎ 税額控除の適用について
　平成２４年度より本学園は、寄付税額控除制度
の適用を受けることのできる学校法人として文
部科学大臣より証明されています。個人の方が支
出した寄付金について、確定申告時に税額控除
制度の適用を選択した場合、以下により算出され
た額が所得税額から控除されます。

（税額控除対象寄付金(※１)－２,０００円）×４０％
　　　　　　　　　　　　　 ＝控除対象額(※２)

　※１　総所得額の４０％まで
　※２　所得税額の２５％まで

◎ 寄付のお申込方法
　法人事務局総務部（担当：植村・竹本）にお問
い合わせ下さい。
　TＥL： ０７４５‐５４‐１６０２
　Ｅ‐mａｉl：soumu＠ｋｉｏ.ａｃ.ｊｐ

　今年の畿央祭のテーマは「掌」です。
　一人ひとりの力は小さくても、手を取り合うことで、
その輪ができ、大きな力となります。人と人とが手を
取り合うとき、支え合い手を差し伸べるとき、必ず「掌」
が出てきます。
　誰にでも「掌」を向けられるような支え合える仲間
がいる、畿央大学もそのような大学であり続けたい、
また畿央祭を皆一丸となって作り上げていきたい、と
いう実行委員の思いが込められています。
　畿央祭は多くの方々の協力なしには成り立ちません。
畿央祭に関わってくださる全ての方々への感謝の気持
ちを忘れず、２７８名の実行委員が一丸となって頑張りま
す。
　ぜひ、お越しください ！！

第１６回畿央祭実行委員会

第 1 6回  畿央祭  201 8年10 月2 0 日（土）  10 : 00 ～ 17 : 00
2 1 日（日）  10 : 00 ～ 16 : 00

テーマ： 掌 
てのひら


